
（当テキストは決算説明会における説明を元に投資家の皆様の利便性を
考慮して、要約としてまとめたものです。当日の説明を一言一句書きとめ
たものではございません。ご了承ください。）





・ 売上高は、1兆6,115億円となり前年比+16.2％の増収。

・ 営業利益は782億円で前年比1.9倍 +93.2％増、
当期純利益は435億円で前年比2.5倍 +151.8％増になりました。

・ 構造改革効果、新製品コストダウン、為替影響により大幅な増益を達成。

・ 2014年3月期 通期売上高見通しは、好調なＩＴサービス事業拡大などを
反映し、2兆2,000億円（前年比+14.3％）に変更。

・ 通期利益見通しは、製品ミックス変化などにより営業利益1,200億円、
当期純利益700億円に変更。



・ 売上高1兆6,115億円（為替除く+2.5％増）の増収。
為替除く伸び率は、2Qから3Qにかけて増勢している。

・ 国内売上高+4.9％、海外売上高+25.9％（為替除く+0.4％増）の増収。

・ 国内外でＩＴサービスなどネットワークシステムソリューション分野が拡大。

・ 総利益は6,570億円 前年比+16.6％増、販管費は5,788億円
前年比10.7％増、結果として営業利益は782億円の増益。
構造改革効果、新製品コストダウンなどにより大幅増益を達成。



＜構造改革効果＞

・ 今年の費用は105億円、前年の費用135億円がなくなり、効果が193億円出て、
ネットで223億円の増益要因。

＜販売減＞

・ 121 億 円 の 減 益 だ が 、 1Q か ら 3Q に か け て 減 益 幅 は 少 な く な っ て い る 。
上期で新製品の立上げが遅れたが、モノクロ機の減少を新製品のカラー機で
徐々にカバーしてきている。

・ ネットワークシステムソリューションの売上増加による一時的なミックスの悪化で
利益率が低下。

＜製品原価低減＞

・ 新製品効果により64億円の増益。

＜研究開発費増＞

・ 計画通り実施。

＜その他経費増＞

・ 成長のための体制拡大（新興国における販売強化、サービス事業拡大の体制
構築）などによる増加であり、予定どおり。

＜為替影響＞

・ 472億円の増益影響。



・ 第3四半期（3ヶ月間）の営業利益は323億円、前年比 約2.5倍の増益。

・ 四半期で300億円を超えたのはリーマンショック後初であり、
確実に回復傾向にある。

・ 営業利益率は5.8％に上昇。販管費率の下落傾向も継続。



・ 売上高は、1兆4,130億円、前年比+17.0％、為替を除くと+2.1％の増収。

・ 営 業 利 益 は 1,248 億 円 （ 前 年 比 +329 億 円 ） の 増 益 、 営 業 利 益 率 は 8.8 ％
（前年比+1.2pt）の改善。

＜オフィスイメージング＞

・ 売上高10,752億円（前年比+13.0％）の増収。売上高伸び率も上昇しており、3Qにかけてモ
メンタムが改善している。

・ 為替除く -2.8％減の要因は、モノクロ機の減少を新製品のカラー機でカバー
しきれていないため。

＜プロダクションプリンティング＞

・ 売上高は、1,329億円、前年比+26.9％、為替を除くと+5.9％の増収。

・ 新製品効果で堅調に成長。2Qから3Qで伸び率も加速。
ノンハードも継続して伸びている。

＜ネットワークシステムソリューション＞

・ 売上高は、2,048億円、前年比+35.9％、為替を除くと+30.6％の増収。

・ WindowsXP切換需要（日本）や ＩＴサービス拡大（国内/海外）などにより為替を
除いても+30.6％と順調に成長している。

・ 画像＆ソリューション分野の第3四半期（3ヶ月間）の営業利益は470億円と、前年同期から
大幅な増益となりました。



・ ハードは、3Qは+2％と伸びており、2Qで新製品の出遅れ感があったところに対し
大きく改善している。

・ ノンハードは、2Qで新製品の設置が遅れた影響でノンハードの積み上がりに遅れ
生じている。

＜MFP（オフィスイメージング）＞

・ モノクロ機の減少分をカラー機の伸びでカバーしきれていない。

＜LP（オフィスイメージング）＞

・ 台数は伸びているが、売上金額でモノクロ機、カラー機ともマイナスとなって
いる。

＜プロダクションプリンティング＞

・ カラー機で、+31％の大幅増収。

＜MDS（オフィスイメージング）＞

・ 11％の大幅増収。

＜ネットワークシステムソリューション＞

・ ITサービスも大幅増収。



＜日本＞

・ 売上は、ＩＴサービスやカラーＭＦＰなどが増加し、前年比確実に増収を重ねている。

・ 営業利益も、構造改革が着実に反映されてきており、
3Qでは前年同期の51億円から163億円と大幅な増益となりました。

＜米州＞

・ 為替を除いた売上は-0.1％とほぼ前年同期並みとなっている。

・ 2012年度の構造改革をそのまま享受し、大幅な増益を継続。



＜欧州・中東・アフリカ＞

・ 為替を除いた売上はまだマイナスであるが、営業利益は改善しており、
Q3は74億円と前年の64億円から増益を確保。

＜その他＞

・ その他地域は、着実に新興国での売上を伸ばしている。

・ 営業利益も、3Qは41億円で前年同期の33億円から確実な増益を確保している。



・ 売上は、787億円、前年比+12.2％、為替を除くと+2.1％の増収。

・ 営業利益は、36億円と前年同期から40億円の増益。

・ 売上、営業利益ともに2Q、3Qと伸ばしており、同じモメンタムを維持している。

・ これは構造改革の費用を吸収した上での利益なので、
産業分野が着実に利益貢献していることを示している。



・ 売上は、1,197億円、前年比+9.2％、為替を除くと+6.8％の増収。

・ 営業利益は、-3億円と前年同期の-23億円から20億円改善。
2Qに続き3Qも+1億円で前年同期の-16億円から大幅な増益を達成。

・ その他事業には、ファイナンス事業、ロジスティックス事業及びカメラ事業などが含
まれ、利益のベースはファイナンス事業であるが、カメラ事業の利益も
着実に利益増大に貢献している。



・ 資産合計は、2兆5,604億円、前年度末比1,997億円の増加。

・ 総資産回転率は、0.87で前年同期と比較して改善している。

・ 棚卸資産は、2,284億円、前年度末比で331億円増加しているが、
棚卸資産回転期間は2.15で昨年同期と比較すると改善している。

・ この増加の要因は、新製品のキャッチアップのための在庫の積み増しによる
ものであるが、このような通常の状態ではない中でも棚卸資産回転期間の改善を
実現している。



・ 株主資本の合計は、1兆34億円で1,054億円増加しており、株主資本比率も39.2
％と改善。

・ 有利子負債は、7,781億円と754億円増加しているが、ネットD/Eレシオは
0.63倍と前年同期の0.77倍から改善。



・ フリーキャッシュフローは264億円の支出で、前年同期の479億円の支出からは大
幅に改善。

・ 営業活動によるキャッシュフローは344億円で、ＰＬからくる利益で477億円、
減価償却費の戻しの737億円の合計1,214億円がＰＬ損益からきており、
次に資産の増減により870億円支出している。
この870億円の中にリース債権の増額による支出が約360億円含まれている

・ 投資活動のキャッシュフローは608億円で、有形固定資産の購入などで547億円、
その他の投資で61億円となっており、前年の支出に対して160億円ほど
支出を抑えている。

・ 期末のキャッシュフロー改善に向けて、現在、売掛金の回収その他の資金
創出活動を着実に進めている。



・ 売上高は、2兆2,000億円と為替を除いて2.7％の増収率を見込んでいる。

・ カラー機の新製品は期末に向けて大幅に拡大していく見込みだが、
ＩＴサービスの拡大も更に加速しており、こちらの加速が2Ｑ時の修正を超える勢い
があるため更に上方修正した。

・ 営業利益は、1,200億円と前回発表の1,400億円より変更した。

・ 上期のカラー機新製品の供給遅れの影響は下期にすべてキャッチアップする見込
みだったが、収益への寄与度が若干後ろにずれていることと、売上は伸びている
が Ｉ Ｔ サ ー ビ ス の 割 合 が 大 き く な り 利 益 構 成 の ミ ッ ク ス が 想 定 よ り
変化してきていることで、この営業利益を想定。

・ 米州や欧州におけるバックオーダーの解消も進んでいるが若干残る可能性もある
ことと、国内では消費税の増税に伴い物流の動きが活発化している中で、年度内
に 納 入 が 間 に 合 わ な い と い う リ ス ク も 想 定 さ れ る と い う 観 点 も
折り込んでいる。

・ 従って、この想定は若干保守的であり、従来見込んでいる営業利益の確保に向け
て更なる努力をしていく。



・ 4ＱはカラーＭＦＰ新製品の供給も正常化し回復しているが、カラーＭＦＰ新製品の
供給不足による未達分を下期で取り戻すには至らず-100億円の減益に変更。



・ 構造改革は予定通り着々と進捗している。



・ 通期配当見通しは33円で変更していない。

・ 連結配当性向を考慮しつつ常に安定的な配当を行うことを基本的な考え方として
いる。今般の単元株のく くり直しにより、配当に対する皆様の期待も
変わってくると思うが、引き続き配当重視の考え方を強化し、業績達成に
全力を尽くす。





・ 提供価値の増大という戦略に沿って、国内販売体制を再編し、サービス事業をワ
ンストップでお客様に届けていく。また、海外では、 Ｉ Ｔサービス体制を
構築すべく、いくつかの IT サービス会社を買収しているが、先だって
米国ｍｉｎｄＳＨＩＦＴ社を買収。

・ 経営基盤の強化については、グループ・グローバルで会計基準を統一し、
グループの経営管理の精度を向上するために、国際会計基準（IFRS）へ移行



・ リコージャパン、リコーテクノシステムズ、リコービジネスエキスパートに加えITソリ
ューションズの4社で日本の基盤事業を担っていたがリコーＩＴソリューションズの機
能の一部（リコーグループの中に価値を提供する部分）を残し、リコージャパンへ統
合。

これにより、国内トップのＩＴサービスを融合させ、更に進化させてグループ内のプロ
セスを短期化し、効率化し、お客様にワンストップ・シームレスに価値を提供するこ
とを目指す。



・ 2009年からＩＴサービスの体制拡大に取り組んでおり、欧州・アジアを中心に買収を
行ってきたが、今回、米国で我々の戦略の方向に合致する会社と出会い、買収に
いたった。2月1日から連結対象となるため、当年度の連結決算に2ヶ月分寄与。

・ ｍｉｎｄＳＨＩＦＴ社は、全米でもトップクラスの力のあるＩＴサービスプロバイダー。リコ
ーアメリカの力と合わせ、早期に効果をあげていく。



・ リコーグループ管理会計基準をＩＦＲＳへ統一していく。

・ 従来、グループ連結は米国会計基準、リコー単独は日本基準、国内子会社
も日本基準、海外子会社ではそれぞれの国の基準で決算をあげていたが、
すべての決算をＩＦＲＳベースであげることで、サービス事業へ事業構造を変
革していく中での経営管理能力が上がると考えている。

・ 影響額は軽微だということを検証した上で決定している。



・ バッテリー駆動で動くＡ４ ＭＦＰのジェルジェットプリンター（RICOH SG 3120B 
SF)を発売。
災害などによる停電時でも印刷・ＦＡＸ・コピーが可能である点が評価されている。

・ プロダクション・プリンティング分野では、サイングラフィック用大判インクジェット
プリンター (RICOH Pre L4160)を発売。
紙・布等多様な素材にプリントが可能。
ポスターや看板、垂れ幕などの出力に活用いただける。

・ ＴＨＥＴＡ用のアプリをバージョンアップし、 Google mapの上でＴＨＥＴＡ 撮影した
全天球画像をシェアできるようになった。



























【主なQ&A】

Q1.今回、通期見通しが修正された要因は何か？

A1. 一番大きな要因は、上期に発売したカラーMFP新製品の供給の遅れによ
る影響が現在も若干残っていること。現在、生産面での問題はなくなり、
バックオーダーの解消はスピードを上げ進んでいる。販売面では、足元の
受注は順調ではあるものの、元々の計画をキャッチアップするまでには
至らないと考えている。

Q2.消費税増税の影響をどうみているか？

Q2. 基本的には、消費税増税による影響はほとんどない。
一部プリンターカートリッジなどのサプライで、増税前の前倒し需要の傾向
はみられるが、業績全体への影響は小さいと考えている。
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